
氏名 池田　碩

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著､
共著
の別

① 「地形と人間」
修正改版

編著

① Lebamom の 地形
と石積城壁の風
化

単

② Lebamom Tire
の周辺の地形と
遺跡の風化

単

③ 巨大地震と花崗
岩山地の地形変
化（続）

単

① 教育主催の海外
巡検21回を振る
返る

単

② 海外巡検 ブラ
ジル報告

共

2007.3 奈良大学地理№13 1978年に開始した外国への巡検
の経過を整理した。

2006.12 地理学教室 06.2.28→3.13＝14日間の巡検報
告書を作成した。

2007.3 奈良大学紀要№35 1995.1阪神震災から10年を経過
したので、追跡調査を行った。

（その他）

2007.3 奈良大学総合研究所
報№15

ByblosとSidoni城壁の風化破壊
状態を調査報告した。

文部科学省科研費報
告書（研究代表・泉
拓良）

Tireの石造遺跡の風化状態を調
査し報告した。

（学術論文）

2007.1 古今書院 2005年発行分がなくなったのが
で、加筆・修正をおこない改版
した。

（著書）

阪神震災（1995.1.17）から、10年を経過したので、追跡調査を行っている。
現住地・京都府宇治市と周辺地域の開発・災害などの環境調査を行っている。

世界遺産公開講座　なら奈良館「日本・外国の自然遺産指定地域と人間との関わり」
世界遺産シンポジウム　奈良大学「知床・指定から1年経過を現地で問う」
奈良大学地理学講座　海外への目　奈良市北部会館「北米・南米への移民」

著書､学術論文等の名
称

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
概　　　　　　　要

研究課題 組織地形学、気候地形学、防災・減災へ向けての応用地理学

日本・世界にわたる花崗岩地域の地形学的研究
岩石の風化破壊過程の調査と石造遺跡の保全の応用
自然災害発生地の現地調査と報告書の作成

講義・科目のうち、自然地理学、特殊講義（地史・地形誌）、地形学特論（修士）災害地理学
などと対応させている。

所属学会 日本地理学会、地形学連合学会、人文地理学会、日本国際地図学会、奈良地理学会
（会長）

現在の専門分野 自然地形学、地形学、災害地理学

最終学歴 立命館大学大学院文学研究科地理学専攻

取得学位 文学修士

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書


